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Ｂ 合名会社（société en nom collectif）の社員である保証人の排除





























ては，本日（2014 年月 10 日）の講演で取り上げ，法人保証については，明日




































































（Cass. com., 13 novembre 2007）。
） 損害は，契約しなかったという機会の喪失に基づくものであるため，保証人が受領す
る賠償額は，彼が支払うべき保証債務額と同じではない。それゆえ，保証人は，その保













































































































































	） この点は，消費法典の新しい L. 331--Ⅱ第項の政府による修正案についての説明
がなされた際に，Madame Lebranchu によって明言されている（J.O. Débats A.N., 19
mai 1998, p. 3962）。
） Cass. 1re civ., 13 novembre 1996, Bull. civ. I, n˚401 ; Defrénois, 1997, p. 292, note L.
Aynès ; D. 1997, Som. p. 200 s., obs. P.-L. Chatain et F. Ferrière ; cette Revue 1997, p. 190
s. ; JCP E 1997, II, 903, note D. Legeais ; D. 1997, Som. p. 178, obs. D.Mazeaud ; JCP, éd. G.,
1997, II, 22780, note Ph. Mury ; RTD com., 1997, p. 142, obs. G. Paisant ; D. 1997, p. 141,

























































） Cass. civ. 1re, 31 mars 1992, n˚91-04. 011 ; Bull. civ. I, n˚107 ; RTD com., 1992, p.457, obs.















Ｂ 合名会社（société en nom collectif）の社員である保証人の排除











） Cass.civ. 2e, 27 sept. 2012, n˚11-23285, RLDC nov. 2012, p. 31, obs. G. Marraud des
Grottes. この改正は，法律が施行された後は，たとえそれ以前に過剰債務処理委員会に
































倒産法制の中に存在する。すなわち，2014 年月 12 日のオルドナンスによっ
て実現した倒産法の最近の改正は，「清算なき事業再生手続」（procédure de ré-




















エール・クロック教授によって，2014 年月 10 日に行われた公開講演会（於，
セントポールズ会館階芙蓉の間）の講演原稿を翻訳したものである。なお，
当日配布した資料は，第講演（「フランス法における保証と会社」）の翻訳の
末尾に掲載した。併せてご参照いただければ幸いである。
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